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要   旨： 
 『ヴォーリズの思想と事業—ヴォーリズ住宅に込まれたミッション−』という博士論文におい

て大橋二郎は 20 世紀初頭米国からキリスト教の伝導のために日本に来たヴォーリズという若い

男性を研究対象にしている。ヴォーリズは約 60 年間日本に住み、帰化し、戦後天皇制を維持す

るためにGHQ に訴えて、1964 年に日本で亡くなり、並外れた人生を生きた人であった。 
 大橋氏はヴォーリズが建築家の資格を保持していないにも拘らず学校、病院やデパート、また

住宅などの建造物の設計に携わったことを説明するため三つの要因を挙げており、博士論文の構

成はその三つの要因からなっている。第一章において大橋氏はヴォーリズにとっての宗教の意味

を明確にする。まずヴォーリズは信仰が深い家庭で育ち、その家庭において勤勉さ、倹約などの

プロテスタント的な価値を取得した。その宗教的な精神を持っているヴォーリズは YMCA の派

遣を受けて、日本へ行き滋賀県で伝導をすることを決心した。第二章においてヴォーリズの「ミ

ッション」を可能にしたのは、大正時代に起きた社会的変化であるということが挙げられている。

経済的な発展の中で、社会の近代化が進んでおり、新しい社会階層が登場する。その俸給生活者

は消費社会に惹かれて、特にもっと便利な住宅を希望しているという。女性の社会的位置も改善

され、主婦の世界が雑誌や運動によって変わりはじめる。大橋氏はその変化を奨励した社会的運

動を取り上げて、特に直接に建築という自分の課題に関わっている住宅改良運動を分析する。第

三章においてヴォーリズは自分自身が帯びているミッション、つまり「神の国」の実現はどのよ

うな計画だったか、その観点が論じられている。「Christian Home 」の建設をめざすことによ

ってヴォーリズは自分の深い信仰と彼の建築に対する関心をあわせて表現できるようになった。

そのChristian Home の設計の中で、太陽の日差し、清潔さの重要性などの彼の理想を具体化す

ることができた。しかもヴォーリズはそのような設計事務所の運営に必要な資金を得るため

Mentholetum という米国の医療会社の日本店を開いて経営するまで自分のミッションに精力を

注いだ。 
 大橋氏はヴォーリズの軌跡をたどるために大正期の社会運動を含める膨大な文献を丹念に分

析している。しかし唯一遺憾な点は、それをより批判的に読み上げることで多くの問題点を抽出

できたはずであった。その点は氏の今後の研究の深化を待つこととし、それでもなお、氏がヴォ

ーリズ研究の新しい方向を推進したことを高く評価するものである。よって、本論文は、博士（ヒ

ューマン・セキュリティ）（同志社大学）の学位を授与するにふさわしいものであると認められ

る。 

  

 



総合試験結果の要旨 
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要   旨： 
 大橋氏の学位申請論文について、2011 年 1 月 22 日 10 時 40 分から 11 時 40 分まで、公聴会方

式により口頭試問を実施した。まず、大橋氏自身から 30 分にわたって論文の概要についてのプ

レゼンテーションを行ってもらい、その後 30 分間、大橋氏と審査委員との間で質疑応答を行っ

た。 
 審査委員からは、まず、論文中に使用されている用語、概念について理解の確認があったが、

大橋氏はいずれに対しても明確かつ正確に説明をしていた。また、内容面での弱点や疑問点につ

いての質問に対しても、今後の研究課題を示した上で審査委員を納得させる回答をしていた。 
以上のことから、大橋氏の十分な研究能力を確認することができた。 
また、外国語能力については、ヴォーリズに関する米国での調査実施とヴォーリズ自身が英語で

書いた自伝や作品などの文献研究の検討において、数多い英語文献・資料を参照・引用しており、

その理解や引用においても誤りがないことを確認した。したがって、研究に必要な外国語（英語）

能力は十分であると判断した。 
 よって、総合試験の結果は合格であると認める。 

 
 










